
＜背景・要因＞
1　プライバシー意識等の
　　高まり

2　生活様式の多様化

３　オートロックマンショ
　　ンの増加

＜改善の方向＞
１　調査票の配布・回収方法等の見直し
　　①調査票の配布については、原則として調査員が世帯に直接行う。
　　 ②郵送回収を原則とする。

　　 ③回収状況を一元的に把握・管理する仕組みを構築する。

　

２　調査員の確保及び業務の効率化
　　①調査方法の見直し、業務の効率化等により、調査員について、総数の縮小など
　　　 の対策を実施

　　 ②行政情報やＩＴの積極的活用などにより業務を効率化し、調査実施体制を整備

＜今後の取組＞

１ 試験調査による実地の
　 検証（19年度～）

２ 調査方法等の具体化に
　 係る検討会の設置

３ 協議の場の設置

「国勢調査の実施に関する有識者懇談会」報告（抄）

調査手法
等の検証

ｏ調査方法の変
　更、多様化を
　導入した場合
　の精度確保

ｏ調査方法の変
　更に伴う適正
　な調査員事務
　及び市町村事
　務

ｏ調査票記入に
　当たっての国
　民の抵抗感の
　軽減及び正確
　性の確保

第１次試験調査
調査方法、調査事務及びこ
れに関する諸事項の検証

ｏ調査方法の変更に伴う調査票
　の回収率の把握
ｏ調査方法の変更に伴う調査票
　の記入状況の把握

ｏ調査員の担当調査区数拡大に
　よる事務量の影響を把握
ｏフォローアップ回収の事務量
　の把握
ｏ調査票収受等市町村事務量の
　把握

ｏ選択肢や記入方法を変更した
　場合の記入状況の把握

第２次試験調査
・１次試験結果を踏まえた検証
・調査事項の検証

ｏ郵送回収及びインターネット回収
　を組み合わせた調査方法の検証
ｏ回収率向上及び調査票の記入不備
　の防止のための対策の効果検証

ｏ調査員・指導員の事務内容及び担
　当調査区数の設定の妥当性の検証
ｏ調査票の配布期間等の設定の妥当
　性の検証
ｏ調査票の一元的な回収状況の管理
　システムの検証
ｏ市町村における審査体制等の実施
　体制に係る検証

ｏ調査事項の設定や調査票の設計に
　係る検証

第３次試験調査
・最終検証
・地方事務の習熟

ｏ本調査と同様の調査方法
　及び調査事項による最終
　的な検証

ｏ地方における実施体制の
　最終的な検証

ｏ地方における調査事務の
　習熟

平成22年国勢調査の試験調査実施計画

「国勢調査の実施に関する有識者懇談会」報告を踏まえた平成22年国勢調査の試験調査実施計画（案）

～　平成22年国勢調査の見直しに向けて　～
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